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2020 年 11 月 ドラッグストア総売上 7.１％の増 
   

経産省は 12月 25日、2020年 11月分の商業動態統計（速報値）を発表しました。 

昨年 11月のドラッグストア販売額は 5853億円、前年同月比でみると 7.1％の増加となりました。 

商品別にみると、ヘルスケア用品（衛生用品）・介護・ベビーが同 24.4％の増加、家庭用品・日用

消耗品・ペット用品が同 13.1％の増加、その他が同 10.2％の増加、トイレタリーが同 9.7％の増加、

食品が同 9.5％の増加、健康食品が同 9.1％の増加、調剤医薬品が同 3.4％の増加となっています。 

一方、ビューティケア（化粧品・小物）が同▲3.4％の減少、ＯＴＣ医薬品が同▲2.5％の減少とな

りました。 

  ■2020年１～11月 ドラッグストア商品別販売金額（対前年同月比 増減） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済産業省 商業動態統計速報 2020年 12月 25日 

 

経産省の「商業動態統計」にあるドラッグストアの調査対象範囲は、日本標準産業分類でドラッグストアに

属する事業所を 50 店舗以上有する企業、もしくはドラッグストアの年間販売額が 100 億円以上の企業で、

2020年 11月調査の対象店舗数は 16,931店舗になっています。日本チェーンドラッグストア協会が毎年実施

している「日本のドラッグストア実態調査」による対象店舗よりやや絞られています。 

昨年11月の売上を金額的に高い順から示すと食品（1,726億円）、家庭用品・日用消耗品・ペット用品（907

億円）、ビューティケア（化粧品・小物）（746 億円）、OTC 医薬品（705 億円）となっています。新型コロナの影

響を受けてビューティの対前年売上比が大きく落ち込んでいますが、金額的にはドラッグストアの主力商品

であることに変わりません。                              

 （文責：横田） 

JACDSダイレクトニュース 

（単位：％）11月のみ速報値 

1月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

6.3 19.1 7.6 10.8 6.4 6.4 5.5 9.1 ▲8.2 7.3 7.1

調剤医薬品 11 16.7 10.8 11.2 2.4 7.1 7.3 5.3 2.6 10.2 3.4

ＯＴＣ医薬品 0.8 18.1 ▲5.3 ▲1.1 ▲5.3 ▲0.7 ▲1.3 5.1 ▲15.2 1.9 ▲2.5

ヘルスケア用品（衛生用品）・介護・ベビー 21 46.9 15.1 18.3 29.2 32.1 37.5 42.2 14.0 28.2 24.4

健康食品 7.6 13.4 ▲4.3 ▲3.9 ▲6.2 0.9 2 5.2 ▲6.9 9.3 9.1

ビューティケア（化粧品・小物） 2 3 ▲10.2 ▲15.4 ▲18.5 ▲11.7 ▲12.3 ▲9.3 ▲29.6 ▲3.3 ▲3.4

トイレタリー 4.3 14.7 3 5.4 2.7 4.7 3.9 6.6 ▲16.1 10.7 9.7

家庭用品・日用消耗品・ペット用品 5.1 30.8 18.9 20.2 11.1 11.8 11.1 14.4 ▲10.4 11.3 13.1

食品 7.8 17.9 18.2 27.2 20.7 11.2 8.3 12.5 2.4 6.4 9.5

その他 ▲0.0 11 5.6 9.4 12.9 15.6 12.9 16 11.8 6.8 10.2
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